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(4) 組 織 
2018年度における NISTEPの定員と組織は以下のとおりである。 
定員 44名 
(参考)                   
客員総括主任研究官      1名     
特別研究員          3名     
客員研究官         84名     






















                                   (単位：千円)     
事 項 予 算 額 備 考 
◇科学技術・学術政策研究所に必要な経費 561,893 
 
















4.社会的課題対応型科学技術に係る調査研究 49,285  
計 815,200  
 
(単位：千円)     
外 部 資 金 名 金 額 備 考 
日本学術振興会 科学研究費助成事業(直接経費)           5,460  






 2001年 科学技術政策研究所 中期計画(2001年９月策定) 
 2006年 科学技術政策研究所 中期計画(2006年８月策定) 
 2014年 科学技術・学術政策研究所 中期計画(2014年７月策定) 





























































































































タベースを用いた分析」NISTEP Discussion Paper No.160 (2018.7). 
[2] カン ビョンウ・元橋一之「研究費属性と大学の技術開発の関係について」NISTEP Discussion 
Paper No.161 (2018.10). 
[3] 塚田尚稔・元橋一之「Microsoft Academic Graph の書誌情報データとしての評価」NISTEP 
Discussion Paper No.162 (2018.10). 
[4] 金榮愨・池内健太「日本におけるビジネスグループの構造とパフォーマンス」NISTEP 
Discussion Paper No.164 (2018.12). 
[5] 塚田尚稔・元橋一之「Microsoft Academic Graph の書誌情報データベースとしての評価」STI 





























2017年度調査の結果を NISTEP REPORT No.177 (2018.5)として公表した。 













































内閣府から公開されている 2004 年度から 2015 年度までの「独立行政法人等の科学技術関係活
動等に関する調査」と 2018年度新たに公開された「行政事業レビューに基づく化学技術関係予
算」とのデータ接続を試みた。特に AMEDの設立を軸に試行的に分析した。 





















































































































[1] NISTEP企業名辞書 ver.2019.1(2019.1) 
[2] IIPパテントデータベースとの接続用テーブル ver.2019.1(2019.1) 
[3] NISTEP大学・公的機関名辞書との接続用テーブル ver.2019.1(2019.1) 
[4]米国特許との接続テーブル ver.2018_1（2018.5） 

































[2] Ujita, Soichiro, "Development of Japanese Rice-Cooker with a Focus on Enhancing the 
Flavor Profile of Cooked Rice: A Case of Mitsubishi Electric Home Appliance." 




























































(3) 第 1調査研究グループ 
［研究課題 1］ 
博士人材データベース(JGRAD)の本格運用とキャリアパス追跡 






















JGRAD を継続的に運営し、2018 年度末の登録者数は約 1 万 6 千人となった。参加大学は、新た
に５大学の参加を得て 47大学となった。高等局の施策である卓越大学院プログラムについて、採




















































































術の話題に関心がある、を選択した回答者の性別の平均値の時間変化から、2018 年 10 月調査の
結果は、前回より微増しているように見受けられるものの、以前と大きな変動はない。 
また、地震、津波、台風、洪水などの自然災害から生活を守るための分野の発展を期待する回



















[1] 細坪護挙・加納圭*・岡村麻子*・三木清香「科学技術に関する国民意識調査－ 2016年 3月～












































[1] 細坪護挙・加納圭*・岡村麻子*・三木清香「科学技術と社会に関する世論調査（平成 29 年 9














































































































































































たデータセットを用いた計量分析を行い、研究者人材の流動化に関する DP を 2016 年度に、研究




[1] Ayano Fujiwara, When Can Academic Researchers Rest? An Event History Analysis on 
Researchers’ Research Productivity and Promotion in Academia in Japan, Open Review of 
Educational Research. 5(1) 128-142. (2018.11) 
[2] Ayano Fujiwara, What factors influence promotion in academia? An event history analysis 
for the humanities and sociology, science and engineering, and medical and biology fields 
in Japan, Academia Journal of Educational Research, 6(12): 309-32.(2018.12) 
[3] Ayano Fujiwara, Researcher Mobility and Innovation: The Effect of Researcher Mobility 
on Organizational R&D Performance: Researcher Mobility and Innovation in the Emerging 









































































[1] 科学技術予測センター「第 8 回予測国際会議「未来の戦略構築に貢献するための予測」開催
報告」、調査資料-275 (2018.9) 




























予測手法－」日本公共政策学会 2018年度 第 22回研究大会企画委員会セッションⅧ マルチ
ハザード型危機管理体制の最新動向、（2018.6.17,東京） 
[6] 白川展之「未来洞察と計画行政 －日本における技術予測の欧州への伝播とガバナンスへの影
響－」、日本計画行政学会第 41 回全国大会、（2018.9.7-8,福岡市） 
[7] 白川展之「世界の未来洞察・予測関連機関とフューチャー・デザインの方法論的考察」第 114 





































[1] 河岡将行・蒲生秀典・浦島邦子「理想とする 2050 年の姿、ワークショップ in 恵那」活動報


































































































































ワークショップによる予測－」DISCUSSION PAPER №163を発行し、さらに STI Horizon誌で
解説およびフォローアップの記事を執筆した。 
(3) Japan Open Science Summit2018 の発起人として日本で初めてのオープンサイエンスに関す
る包括イベントを開催し、特別講演コーディネータ、一般セッション企画運営（主査 3 つ、
登壇 1つ、モデレータ 1つ）、まとめセッションパネリストを務めた。 















ダー・ワークショップによる予測－」DISCUSSION PAPER №163(2018.11) 
 
＜発表・講演等＞ 
[1]〔依頼〕OECD WS“Reconciling Scientific Excellence and Open Science: What do we want 
out of science and how can we incentivise and monitor these outputs?”登壇 (2018.4) 
[2]〔依頼〕第 8期学術情報委員会（話題提供）(2018.5) 
[3]〔依頼〕日本地球惑星連合 登壇（GreatDebate 2件）(2018.5) 
[4]〔依頼〕EURAXESS Japanセミナー登壇（基調講演）(2018.5) 
[5]〔依頼〕 SpringerNature-NISTEP共催シンポジウム フォローアップ WS(モデレータ）(2018.6) 
[6]〔依頼〕日本学術会議若手アカデミーシチズンサイエンスシンポジウム（基調講演）(2018.7)  
[7]〔依頼〕国立研究開発法人向けのデータポリシー策定ガイドライン説明会(2018.8 ) 
[8]〔依頼〕第 1回 SPARC Japanセミナー登壇(2018.9) 
[9]〔依頼〕日本心理学会第 82回大会シチズンサイエンスシンポジウム登壇(2018.9) 
[10] 研究・イノベーション学会第 34回年次学術大会「オープンサイエンス政策」 
[11] 研究・イノベーション学会第 34回年次学術大会「シチズンサイエンス」 
[12] SciDataCon (2018.11) 




























































































・ 神戸大学大学院 科学技術イノベーション研究科 教授／株式会社バイオパレット 取締役 
西田敬二氏インタビュー－DNA 塩基書き換えによる切らないゲノム編集（Target-AID）
－(重茂浩美・他 2 名) 
［ほらいずん］ 
・ 科学技術予測の半世紀と第 11回科学技術予測調査に向けて(赤池伸一) 
・ 2040 年の科学技術と社会について考える～ビジョンワークショップ開催報告～(矢野幸
子) 
・ 第 8回予測国際会議「未来の戦略構築に貢献するための予測」の開催報告(栗林美紀) 












○2018年秋号(2018 vol.4 No.3) 
［特別インタビュー］ 











ラム Future Agenda との国際ワークショップ「データの価値の未来 “Future Value of 
Data”」開催報告－(七丈直弘＊・白川展之) 
・ タイランド 4.0とフォーサイト活動について(浦島邦子) 
・ 月面農場から始まる未来の農業と産業の可能性－ NISTEP 予測調査と JAXA 月面農場ワー
キンググループ活動報告速報－(矢野幸子＊) 
・ 新たなデジタル媒体によるコミュニケーションの変容(栗林美紀) 













・ 早稲田大学 理工学術院 山口潤一郎教授インタビュー－分子をつなぎ、人をつないで道を
切り拓く－(林和弘・他 2名) 
［ほらいずん］ 
・ 「理想とする 2050 年の姿 ワークショップ in 恵那」活動報告(河岡将行・蒲生秀典・浦
島邦子) 
・ ISO 8000データ・クオリティの国際標準化－Society5.0の実現に向けて－(蒲生秀典) 
・ 全米科学振興協会（AAAS）科学技術政策フォーラム 2018 報告－不透明な連邦科学技術予
算の中で多様性と社会的包摂を志向する米国科学コミュニティ－(白川展之) 
 
○2019年春号(2019 vol.5 No.1) 
［特別インタビュー］ 
・ 東京大学 雨宮 慶幸 特任教授インタビュー－異分野・産学の相互信頼が研究のフロンテ
ィアを拓く：光・量子科学技術分野での経験から－(赤池伸一・横尾淑子・他 1名) 
[ナイスステップな研究者から見た変化の新潮流] 












・ シリーズ －未来を創る－理化学研究所 未来戦略室のイノベーションデザイン(黒木優
太郎・横尾淑子・赤池伸一) 











































標について、新規に掲載又は可視化方法の工夫を行った。また、NISTEP 創立 30 周年を記念し
て、科学技術指標の誕生期から開発期にかけてのエピソード等についてのコラムも掲載した。 
「科学技術指標 2018」は 2018 年 8 月に発表し、HTML 版のうち統計集は報告書と同時に、英
語版(概要版)及び HTML版本文は同年 10月に発表した。 
発表後は、総合科学技術・イノベーション会議有識者議員懇談会(2018.9.13)、科学技術・学
術審議会総会(第 60回）、文部科学広報平成 30年 9月号などにおいて結果を紹介した。 










多く、その数を維持できているのは何故かを、日本との比較を通して検証した。2018 年 3 月に










的な分析」DISCUSSION PAPER №157.（2018.5） 
[2] 科学技術・学術基盤調査研究室「科学技術指標 2018」調査資料-274.(2018.8) 
[3] Research Unit for Science and Technology Analysis and Indicators “Digest of Japanese 




DISCUSSION PAPER №168.（2019.3） 
 
＜データ公開＞ 



























































(3) サイエンスマップ 2016【伊神・村上】 
サイエンスマップ調査では、論文データベース分析により国際的に注目を集めている研究
領域を俯瞰し、世界の研究動向と日本の活動状況の分析を実施している。2018年度は、分析・

















































握を試みた。本項目の実施に際しては、Cornelia Lawson 氏(University of Bath)に国際客
員研究官の発令を行い、論文実態調査(データは匿名化済み)へのアクセスを許可するととも










































[1] 伊神正貫・村上昭義・川村隆浩「サイエンスマップ 2016」NISTEP REPORT No.178.(2018.10) 
[2] 伊神正貫「論文の生産性分析を考える：分析者・利用者が確認すべきことと、分析を実施す
る上での課題」STI Horizon, vol.4, No.4. (2018.12) 
 
＜データ公開＞ 








第 6回学術シンポジウム(2018.6.5, 東京) 
[2] 〔招待／依頼講演〕村上昭義「研究力の現状把握と研究戦略策定に向けて」国立六大学事務










議会, RA協議会第 4回年次大会(2018.9.19, 神戸) 
[5] 〔招待／依頼講演〕村上昭義「論文分析で見る日本及び慶應義塾の研究力－マネジメント及
び研究支援の方向性－」慶應義塾大学, 2018 年度学術研究支援部門 部門・ブロック別研修
(2018.9.28, 東京) 
[6] 〔招待／依頼講演〕村上昭義「日本と信州大学の科学技術力」信州大学, 信州大学平成 30
年度後期「科学技術政策特論」(2018.10.4, 松本) 
[7] 松本久仁子・伊神正貫「若手研究者比率と論文の質的指標に着目した研究経営の分析フレー
ム：Scopus を用いた網羅的分析の試み」研究・イノベーション学会, 第 33回年次学術大会
(2018.10.28, 東京) 
[8] Akiyoshi MURAKAMI「Output structure of the university system in Japan:In-depth analysis 
of the scientific papers by the university group」NISTEP, The 13th Trilateral Science 
and Technology Policy Seminar in Sendai(2018.11.14, 仙台) 
[9] 〔招待／依頼講演〕伊神正貫「科学技術・学術政策研究所の調査研究からみえる人文社会科
学系分野の状況」一般社団法人国立大学協会, 平成 30年度大学マネジメントセミナ 【ー人文




学技術・学術政策研究所, 第 11回政策研究レビューセミナー(2018.12.11, 東京) 
[12]〔招待／依頼講演〕伊神正貫「科学研究の俯瞰・ベンチマーク- 論文分析から見る広島大学 -」
広島大学, 平成 30年度広島大学全学 FD研究力強化概論(2018.12.14, 広島) 
[13]〔招待／依頼講演〕村上昭義「研究力の現状把握と研究戦略策定に向けて」岡山大学総務・

























2018 年度は、第 5 期科学技術基本計画期間中の 5 年間にわたって実施する第 3 期 NISTEP 定点










学術審議会総会（第 60 回）などで NISTEP 定点調査 2017 の結果を発表した。また、NISTEP 定点
調査 2017で実施した深掘調査については、更なる分析を進め、2件の STI Horizonのレポートと
して発表した。 
2018年度調査である NISTEP定点調査 2018の実施準備を 2018年 4月～9月にかけて進めた。具
体的には、委託業者の決定、深掘調査の検討、調査対象者リストの更新、ウェブアンケート実施
の準備である。NISTEP定点調査 2018のウェブアンケートは、2018年 9月 14日～12月 21日に実
施した。回答率は 91.1％であった。アンケート結果の集計・分析を 2019年 1月～2月に行い、報
告書案を作成した。2019 年 2 月 22 日に第 3 期定点調査委員会(第 4 回)を開催し、報告書案につ
いて議論を行った。 





[1] 科学技術・学術政策研究所「科学技術の状況に係る総合的意識調査(NISTEP 定点調査 2017)
報告書」NISTEP REPORT №175.(2018.4) 
[2] 科学技術・学術政策研究所「科学技術の状況に係る総合的意識調査(NISTEP 定点調査 2017)
データ集」NISTEP REPORT №176.(2018.4) 
[3] 村上昭義「論文を生み出すような研究活動の活発度とその変動要因：NISTEP 定点調査 2017
の深掘調査からの示唆」STI Horizon 2018 Vol.4 No.3. (2018.9) 
[4] 村上昭義「組織的な産学官連携を行う上での問題点とその背景要因：産学官の有識者による












[1] 村上昭義・伊神正貫「NISTEP 定点調査 2017 における「研究活動の活発度とその変動要因」
の深掘分析」RA協議会, RA協議会第 4回年次大会(2018.9.19, 神戸) 
[2] 村上昭義・伊神正貫「産学官の研究者や有識者が考える組織的な連携を行う上での問題点と
は？：大規模意識調査を用いた考察」研究・イノベーション学会, 第 33 回年次学術大会
(2018.10.28, 東京) 
[3] 村上昭義「大規模意識調査からみた日本の科学技術の状況:「若手育成」と「女性活躍」に注


























(1) Web of Science Core Collection (WoSCC)及び Scopusデータベースの機関名寄せ 
いずれも 2018 年 4～5 月に実施した。WoSCC では、1998～2017 年の全機関データ 421.3 万件
中 397.2 万件(94.3%)を機関同定できた。このうち、下部組織までの同定を目標としている 32
大学については、88.5%を下部組織に同定できた。Scopus では、1998～2016 年の全機関データ

















































[1] NISTEP大学・公的機関名辞書 ver.2018.2 (2018.8)：更新 
[2] Scopus-NISTEP大学・公的機関名辞書対応テーブル ver.2018.1 (2018.8)：更新 


























































最新号 http://www.nistep.go.jp/stih  







総務研究官 角田 英之 
 
特別インタビュー 




東京大学政策ビジョン研究センター 江間 有沙 特任講師インタビュー 
－人工知能を切り口に科学技術と社会の共創を推進－  
 
 神戸大学大学院 科学技術イノベーション研究科 教授／株式会社バイオ




科学技術予測の半世紀と第 11回科学技術予測調査に向けて  




科学技術予測センター 特別研究員 矢野 幸子 
 
第 8回予測国際会議「未来の戦略構築に貢献するための予測」の 
開催報告   

























文部科学省 科学技術・学術政策局 企画評価課 宇藤 健一 

















文部科学省 科学技術・学術政策研究所長 坪井 裕 
 
特別インタビュー 

















Future Agenda との国際ワークショップ「データの価値の未来“Future 
Value of Data”」開催報告－  
科学技術予測センター 客員研究官・東京工科大学 教授、IR センター長 
七丈 直弘 












タイランド 4.0とフォーサイト活動について  
科学技術予測センター 上席研究官 浦島 邦子 
 
 月面農場から始まる未来の農業と産業の可能性 
－NISTEP 予測調査と JAXA 月面農場ワーキンググループ活動報告速報－  
科学技術予測センター 客員研究官・宇宙航空研究開発機構（JAXA）  
主任研究開発員 矢野 幸子 
 
新たなデジタル媒体によるコミュニケーションの変容  
科学技術予測センター 主任研究官 栗林 美紀 
 
 シチズンサイエンスを超えた共創型研究の兆しと可能性 




国立研究開発法人科学技術振興機構（JST）知識基盤情報部 住本 研一 






科学技術予測センター 上席研究官 林 和弘 
 
論文を生み出すような研究活動の活発度とその変動要因： 
NISTEP 定点調査 2017の深掘調査からの示唆  
科学技術・学術基盤調査研究室 研究員 村上 昭義 
 
客観的根拠（エビデンス）に基づく政策のためのデータ・情報基盤 
（第二回）～NISTEP 大学・公的機関名辞書～  
科学技術・学術基盤調査研究室 客員研究官 小野寺 夏生/室長 伊神 正貫 







STI Horizon 2018冬号発行に当たって 




























「理想とする 2050年の姿 ワークショップ in 恵那」活動報告  
科学技術予測センター 特別研究員 河岡 将行、特別研究員 蒲生 秀典、
上席研究官 浦島 邦子 
 
ISO 8000データ・クオリティの国際標準化-Society5.0の実現に向けて- 














科学技術・学術基盤調査研究室 研究員 村上 昭義 
 
Microsoft Academic Graph の書誌情報データベースとしての評価  
第 1研究グループ 主任研究官 塚田 尚稔、客員研究官 元橋 一之 
 
客観的根拠（エビデンス）に基づく政策のためのデータ・情報基盤 
（第三回）～政策研究のための NISTEPデータ・情報基盤～  












STI Horizon 2019春号発行に当たって 









京都大学 白眉センター 榎戸 輝揚 特定准教授インタビュー 
－市民と連携するオープンサイエンスが切り拓く新しい研究スタイル－ 
 






科学技術予測センター 主任研究官 伊藤 裕子 
 
シリーズ －未来を創る－ 
理化学研究所 未来戦略室のイノベーションデザイン  
科学技術予測センター 研究官 黒木 優太郎、センター長 横尾 淑子 
上席フェロー 赤池 伸一 
 
サーキュラーエコノミーの動向と 2050年のビジョン  





科学技術予測センター 客員研究官・総合地球環境学研究所 准教授 近藤 
康久 

















第 11回政策研究レビューセミナー  




















新村 和久 第２調査研究グループ 上席研究官 
15:05 前半の質疑と休憩 
15:45 発表 4 
博士人材のキャリアパス 
三木 清香 第１調査研究グループ 総括上席研究官 

































International Symposium for NISTEP’s 30th Anniversary “Co‐ evolution of Policy‐





【日時】 2018年 11月 1日(木)10：00～18：00(開場 9：30) 
【場所】 文部科学省３F第 1講堂 






来賓挨拶 文部科学副大臣 永岡桂子 
開会挨拶 NISTEP所長 坪井裕 
「NISTEP30年の歩み」NISTEP 総務研究官 角田英之 
10：40～12：20 基調講演「今日の科学技術イノベーション政策の主要課題 ～エビデンスベース
の政策形成に向けて～」 
○OECD科学技術イノベーション局次長 Dirk Pilat氏 
「Challenges for STI policies: responding to the digital transformation」 
○英国マンチェスター大学副学長・副総長 Luke Georghiou 氏 
「Constants and Variables in 30 Years of Science and Technology Policy」 
○政策研究大学院大学非常勤講師 Gerald Hane 氏 
「The CriticalNeed for Evidenceｄ-Based Analyses in Socio-STI Megatrends: 




○ビジネス フィンランド長官 Pekka Soini 氏 
「FINLAND DEFINING THE FUTURE」 
○中国科学院科技戦略咨詢研究院（CASISD）書記 Rongping Mu 氏 
「From Innovation Policy to Innovation Development Policy: Challenges and 
Opportunities」 
○米国ジョージア工科大学公共政策大学院教授 John Walsh 氏 







「FORESIGHT AND HORIZONS CANNING FOR SCIENCE AND TECHNOLOGY IN THE EU 
CONTEXT」 





「ASPIRING FOR INDUSTRIAL UPGRADE: HOW CAN STI FORESIGHT FIND ITS LEGITIMACY 




パネルメンバー：Gerald Hane氏、Rongping Mu氏、Kerstin Cuhls氏、スウェー
デンイノベーション・システム庁(VINNOVA)シニアアドバイザーLennart Stenberg
氏、NISTEP所長 坪井裕 





科学技術・学術政策研究所 30周年記念行事 実行委員会 
 
委員長 坪井 裕     所長 
委員長代理 角田 英之   総務研究官（平成 30年 4月 1日から） 
委員長代理 斎藤 尚樹   総務研究官（平成 30年 3月 31日まで） 
委員 伊地知 寛博 第１研究グループ 客員総括主任研究官 
 富澤 宏之   第２研究グループ 総括主任研究官 
 門田 公秀   第１調査研究グループ 総括上席研究官 
（平成 30年 5月 1日から 6月 30日まで） 
 松澤 孝明   第１調査研究グループ 総括上席研究官（平成 30年 4月 30日まで） 
 堀田 継匡   第２調査研究グループ 総括上席研究官（平成 30年 7月 28日から） 
 犬塚 隆志   第２調査研究グループ 総括上席研究官（平成 30年 7月 27日まで） 
 横尾 淑子   科学技術予測センター長（平成 30年 4月 1日から） 
 赤池 伸一   科学技術予測センター長（平成 30年 3月 31日まで） 
         上席フェロー（平成 30年 4月 1日から） 
 伊神 正貫   科学技術・学術基盤調査研究室長 
 小林 英夫   総務課長 
 氏原 拓   企画課長（平成 30年 7月 1日から） 
 三木 清香  企画課長（平成 30年 6月 30日まで） 




チーム長 赤池 伸一   上席フェロー（平成 30年 4月 1日から） 
チーム長 斎藤 尚樹   総務研究官（平成 30年 3月 31日まで） 
 赤池 伸一   科学技術予測センター長（平成 30年 3月 31日まで） 
 氏原 拓   企画課長（平成 30年 7月 1日から） 
 三木 清香  企画課長（平成 30 年 6 月 30 日まで）・第１調査研究グループ 総
括上席研究官（平成 30年 7月 1日から） 
 野村 崇    総務課 課長補佐（平成 30年 4月 1日から） 
 若旅 寿夫   総務課 課長補佐（平成 30年 3月 31日まで） 
 白川 展之   科学技術予測センター(科学技術・学術基盤調査研究室)  
主任研究官 






 大場 豪     企画課 国際研究協力官 




チーム長 角田 英之  総務研究官（平成 30年 4月 1日から） 
チーム長 斎藤 尚樹  総務研究官（平成 30年 3月 31日まで） 
 富澤 宏之   第２研究グループ 総括主任研究官 
 梅川 通久  第１調査研究グループ 上席研究官（総務課 情報係長） 
 伊藤 裕子  科学技術予測センター 主任研究官（平成 30年 4月 1日から） 
 葛谷 暢重   企画課 課長補佐 
 佐藤 博俊   企画課 係員 
 下田 隆二  東京工業大学 名誉教授（元総務研究官） 
 鈴木 恵理子 日本医療研究開発機構 革新基盤創成事業部 計画調整課 
 
(4) 審議会等での説明等（活用事例） 
 https://www.nistep.go.jp/activities/outreach-activities  
 
[2019年 1月 28日開催] 
国立大学法人研究担当理事・副学長協議会（第 12回） 






[2018年 12月 21日開催] 
科学技術・学術審議会総合政策特別委員会（第 23回） 
・資料 2 NISTEP科学技術予測調査の実施について  
・資料 2参考資料 NISTEP科学技術予測調査の実施について  
 
[2018年 11月 30日開催] 
科学技術・学術審議会産業連携・地域支援部会（第 9 期）地域科学技術イノベーション推進委員
会（第 8回） 




[2018年 10月 31日開催] 
科学技術・学術審議会（第 60回） 
・資料 7-1 科学技術・学術政策研究所からの報告  
・資料 7-2 科学技術の状況に係る総合意識調査（NISTEP定点調査 2017）  
・資料 7-3 科学技術指標 2018  
・資料 7-4 サイエンスマップ 2016  
・資料 7-5 民間企業の研究活動に関する調査報告 2017  
 
[2018年 10月 23日開催] 





・参考資料 3 サイエンスマップ 2016から見る主要な資金配分機関等の活動状況：謝辞情報を用
いた試行的分析（1～21ページ）  
・参考資料 3 サイエンスマップ 2016から見る主要な資金配分機関等の活動状況：謝辞情報を用
いた試行的分析（22～29ページ）  
・参考資料 3 サイエンスマップ 2016から見る主要な資金配分機関等の活動状況：謝辞情報を用
いた試行的分析（30～46ページ）  
 
[2018年 10月 18日開催] 
総合科学技術・イノベーション会議有識者議員懇談会 
・文－１ サイエンスマップ 2016  
 
[2018年 9月 28日開催] 
科学技術・学術審議会学術分科会（第 70回） 
・資料 1-2 科学技術指標 2018  
 
[2018年 9月 13日開催] 
総合科学技術・イノベーション会議有識者議員懇談会 
・文－１ 科学技術指標 2018  
 
[2018年 8月 22日開催] 
科学技術・学術審議会学術分科会（第 69回） 
・資料 1-3 科学技術の状況に係る総合的意識調査  
 
[2018年 7月 19日開催] 
科学技術・学術審議会総合政策特別委員会（第 20回） 
・資料 1-1 NISTEP定点調査 2017PDF  
・参考資料 5 民間企業の研究活動に関する調査報告  
 
[2018年 5月 30日開催] 
中央教育審議会大学分科会大学院部会（第 85回） 
・資料 4 博士人材データベース(JGRAD) －現状と今後の活用について－  
 
[2018年 5月 15日開催] 
科学技術・学術審議会産業連携・地域支援部会（第 9 期）地域科学技術イノベーション推進委員
会（第 2回） 
・資料 1-3 科学技術・学術政策研究所提出資料  
上記内容 
地域イノベーションと地方創生 ～ 地域イノベーションステムに関する意識調査報告 ～  
 
[2018年 4月 26日開催] 
総合科学技術・イノベーション会議有識者議員懇談会 
・資料 1 科学技術の状況に係る 総合的意識調査 （NISTEP定点調査 2017）  
 
[2018年 4月 26日開催] 
科学技術・学術審議会人材委員会/中央教育審議会大学分科会大学院部会合同部会（第 3回） 


















(1) ナイスステップな研究者 2018の選定 
2018 年の選定においては、NISTEP の日頃の調査研究活動で得られる情報や、専門家ネットワ
ーク（約 2,000 人）への調査で得た情報により、最近の活躍が注目される研究者約 600 名の候補
者を特定。選定の観点については、優れた研究成果、国内外における積極的な研究活動の展開、
研究成果の実社会への還元、今後の活躍の広がりへの期待等であり、所内審査会の議論を経て最



















チクングニアウイルスなどの VLP を用いてワクチン創製の基盤技術「i-αVLP プラットフォーム」
を開発。現在、赤畑氏は、CEO（最高経営責任者）として、このプラットフォーム技術を用いてマ
ラリアワクチン、がんワクチン、デング熱ワクチン等の開発を進める。マラリアワクチンについ






2010 年、赤畑氏は、米国 NIH ワクチン研究センター在籍時に、アフリカ、東南アジアなどで
流行を繰り返しているチクングニアウイルス感染症（チクングニア熱）に対して、VLP を用いた
ワクチンを開発し、安全性と有効性を証明。 



















































財団のソフィアコバレフスカヤ賞を受賞し 165 万ユーロ（約 2 億 1500 万円）の研究費を獲得、



















ト現象が、大気中での雷による原子核反応（光核反応）であると解明し、2017 年に Nature に掲




































































































































































また、鈴木氏は米国の J・クレイグベンター研究所で 7 年間研究を行い、PI（研究室主宰者）
として研究を実施し、帰国後も引き続き国際共同研究を実施している。米国に渡った 2008 年頃
から、バイオインフォマティクス（ゲノム解析技術等）を生命原理の理解のためのツールとして






























して以来、これまで PI（研究室主宰者）として研究の第一線で活躍しつつ、2012 年から 2017 年
までは学科長として、積極的な人材リクルートや新しい教育•研究プログラムの導入に貢献し、NTU 
の化学を世界トップクラスに先導する一助を担った（例えば、NTU の化学は US News & World  
Report Global Universities Rankings（2019 年）において世界第 2 位）。千葉氏は、引き続き、
有用で面白い有機合成反応の開発を進めるとともに、現在、NTU Research Council の Chemical 












用できるものである。また、The Institution of Engineering and Technology(IET: 英国工学技
術学会) の学術論文誌である IET Communications における 2017 年の最優秀論文賞の受賞など、
国際的に高く評価されている。 
電波は、社会経済活動の重要な基盤であり、我々の生活の様々な場面で利用されている。携帯














成功した。また、この成果は、IET の学術論文誌である IET Communications における 2017 年の
最優秀論文賞を受賞している。さらに、NISTEP の「サイエンスマップ 2016」によれば、中規模






















































































2018 年 5 月 23 日 講演会「近未来への招待状 ～ナイスステップな研究者 2017 からのメッセー
ジ～」（第 1回） 
 
和田 義英 氏 
『地下水の利用可能量を示す、地球規模の水資源モデルの開発 』  











2018 年 6 月 19 日 講演会「近未来への招待状 ～ナイスステップな研究者 2017 からのメッセー
ジ～」（第 2回） 
 
Le Gall François氏 
『高度情報化社会を支える高速計算アルゴリズムの開発』  
髙木 泰士 氏 
『アジアなど開発途上国における沿岸域防災研究とアウトリーチ』  
金 天海 氏 
『人工知能アルゴリズム Deep Binary Treeを用いた漁船の自律安定化』  





2018 年 7 月 18 日 講演会「近未来への招待状 ～ナイスステップな研究者 2017 からのメッセー
ジ～」（第 3回） 
 
三浦 恭子 氏 
『長寿・がん化耐性ハダカデバネズミ由来 iPS細胞における腫瘍化耐性のメカニズム』  
江間 有沙 氏 
『人工知能などの最先端科学技術と社会との関係を考える－科学技術と社会の「共創」を推進
－』  




(3) ナイスステップな研究者 2017パネル展示 
科学技術週間にあわせて、2017年に選定した研究者のパネルを展示した。 
展示期間：2018年 4月 16日(月)～22日(日)  








(1) 第 13回日中韓科学技術政策セミナー 












The 13th Trilateral Science and Technology Policy Seminar 
 
November 14-15, 2018, Sendai, Japan @ Sendai International Center 
Hosted by National Institute of Science and Technology Policy (NISTEP) 
 
November 14, Wednesday  
@ Sendai International Center, Shirakashi Conference Room (3rd Floor of the Conference 
Building) 
 
10:10 - 11:45   
Session 1 : Highlights of Research Activities 
Chaired by NISTEP   Dr. Kuniko Urashima  
This session discusses on research activities and progresses of each institute. 
 
Time No. Presenter Presentation title 
10:10 - 10:25 1-1 NISTEP: Director General 
Hiroshi Tsuboi 
Highlights from Recent Outputs of 
NISTEP, 2018 
10:25 - 10:40 1-2 CASISD: President 
Jiaofeng Pan  
Introduction of the Working Progress 
of CASISD 
10:40 - 10:55 1-3 KISTEP: President 
Sang-seon Kim  
2018 KISTEP’s Research Highlights 
10:55 - 11:10 1-4 STEPI: President 
Hwang Hee Cho  
STEPI’s Next 30 Years 
Science & Technology Policy 
Think-Tank Valuable for People 
11:10 - 11:25 1-5 CASTED: President 
Zhijian Hu  
2018 Research Highlights of CASTED 







13:00 - 14:35   
Session 2 : Developing indicators on STI activities   
Chaired by STEPI Dr. ChiUng Song  
Focuses in this session are as follows: recent trends on measuring science, technology, 
and innovation such as science visualization, science and technology indicators, economic 
analysis of innovation, and other relevant issues. 
 
Time No. Presenter Presentation title 
13:00 - 13:15 2-1 CASTED: 
Dr. Zhaohui Xuan  
Outlook of the National Innovation 
Survey System in China 
13:15 - 13:30 2-2 NISTEP: 
Dr. Akiyoshi Murakami  
Output structure of the university system in 
Japan: In-depth analysis of the scientific 
papers by the university group 
13:30 - 13:45 2-3 CASISD: 
Dr. Kaihua Chen  
Measuring national innovative force from 
innovation value chain 
13:45 - 14:00 2-4 STEPI: 
Dr. Kawon Cho 
STI Statistics in a Broader Context 
14:00 - 14:15 2-5 KISTEP: 
Dr. Ikcheon Um 
The Efficiency and Determinants Analysis of 
Regional Innovation Systems using 
Network-DEA and Panel Models in South Korea 
14:15 - 14:35  Q&A  
 
15:00 - 16:35   
Session 3: STI foresight and future societal vision 
Chaired by CASISD  Prof. Rongping Mu  
Recent activities of technology foresight conducted by each institute, and impacts on the 
national STI policy as well as the methodologies of technology foresight are discussed in 
this session. 
 
Time No. Presenter Presentation title 
15:00 - 15:15 3-1 KISTEP: 
Dr. Sangjin Ahn  
Korea’s social dynamics towards power 
supply and air pollution caused by 
electric vehicle diffusion 
 
15:15 - 15:30 3-2 CASTED: 
Dr. Wang Ge 
New Thinking of Technology Foresight 
15:30 - 15:45 3-3 NISTEP: 
Dr. Yuko Ito  
KIDSASHI as our new approach 
15:45 - 16:00 3-4 CASISD: 
Dr. Yonggang Fan 
TBD(MSTI Driven Innovation Cluster: an 
Emerging Pattern of Future Regional 
Innovative Development) 
16:00 - 16:15 3-5 STEPI: 
Dr. Byong-Sam Choi  
Foresight Research in STEPI 








November 15, Thursday 
@ Sendai International Center, Shirakashi Conference Room (3rd Floor of the Conference 
Building) 
 
08:30 – 10:05   
Session 4: Tracking the career path of STI human resources 
Chaired by CASTED  Dr. Shuhua Wang  
Presenters are expected to discuss on the recent study on human resource in science and 
technological innovation such as doctoral human resource database and diversity/mobility 
of S&T personnel. 
 
Time No. Presenter Presentation title 
08:30 - 9:45 4-1 STEPI: 
Dr. Seong Min Hong  
Recent changes in science & technology 
jobs in Korea and its implication for job 
creating 
08:45 - 9:00 4-2 KISTEP: 
Dr. Junwoo Yu  
The Current Status and Career Path of 
Science & Technology Human Resource in 
Korea  
– 3rd Panel Survey of Doctorates & 
Professional Engineers– 
09:00 - 09:15 4-3 CASTED: 
Dr. Zhi Chen  
Entrepreneurship in China’s Innovation 
and Development: From Grassroots to 
Governments 
09:15 - 09:30 4-4 NISTEP: 
Dr. Yuri Kobayashi  
Japan Graduates Database (JGRAD) Project 
09:30 - 09:45 4-5 CASISD: 
Dr. Xiao Lu  
The effect of Network Structures on 
Career Trajectories of Chinese Scholars 
and its Cultural Contingencies 
09:45 - 10:05  Q&A  
 
10:05 – 11:40   
Session 5: Measuring the contribution of R&D for industrial growth 
Chaired by KISTEP  Dr. Young-hyun Jin  
This session has some topics: recent study on R&D systems and innovation processes such 
as private companies’ R&D and university-industry collaboration in the field of open 
innovation. 
 
Time No. Presenter Presentation title 
10:05 - 10:20 5-1 CASISD: 
Dr. Jianfeng Guo  
A Measurement Framework for Assessing 
Disruptive Innovations 
10:20 - 10:35 5-2 STEPI: 
Dr. Seogwon Hwang  
Impact of the Korean R&D Subsidy Programs 
on Firms’ Performance and Growth 
10:35 - 10:50 5-3 KISTEP: 
Dr. Young-hyun Jin  
Measuring the Productivity of the 
Government R&D Activities: A Proposal 





Dr. Zhe Li for economic growth: based on the 
enterprise perspective 
11:05 - 11:20 5-5 NISTEP: 
Mr. Kazuhisa Shimmura  
Identification and Analysis of 
R&D-Oriented University Startups 











1.全米科学財団(NSF)＜アメリカ＞                  (1989. 1. 5-) 
2.マサチューセッツ工科大学(MIT)＜アメリカ＞                    (1989. 6. 8-) 
3.フラウンホーファー協会 システム・イノベーション研究所(ISI)＜ドイツ＞ (1990. 2. 5-) 




(1994. 1. 1-) 
7.中国科学技術発展戦略研究院(CASTED) ＜中国＞                       (1994. 1.18-) 
(旧科学技術部科学技術促進発展研究中心)               
8.フランス高等教育・研究・イノベーション省イノベーション総局＜フランス＞(1994. 5.20-) 
(旧研究技術総局)                                             
9.ジョージア工科大学(Georgia Tech) 公共政策スクール＜アメリカ＞        (1999. 7. 1-) 
10.ノースカロライナ大学(UNC)チャペルヒル校＜アメリカ＞               (2000. 9. 1-) 
11.韓国科学技術企画評価院(KISTEP)＜韓国＞                             (2004.12. 9-) 
12.中国科学院科技戦略咨問研究院 (CASISD) ＜中国＞                    (2005. 6.28-) 
 (旧中国科学院科技政策与管理研究所)                              
13.エジプト科学研究技術アカデミー(ASRT)＜エジプト＞               (2013. 7.14-) 
14.トルコ科学技術研究会議(TUBITAC)＜トルコ＞               (2014. 1. 2-) 
15.ロシア国立高等経済学院(HSE)＜ロシア＞                   (2014. 2.13-) 
16.Business Finland＜フィンランド＞                    (2017. 7. 1-) 







































ー ク ス ビ
ル) 









































































































     






















































ボ ツ ワ ナ
(ガボロー
ネ） 
第 12 回 RDA(Research Data Alliance)


















































Center for Information Technology 










































































「 Circular Economy Stakeholder 
Conference」（ブリュッセル）、「ECNP New 
Fronties in Digintal Health Meeting 
Conference」（ニース）、及び UNEP 主催







































期間 訪問者 所属・職名 国名 備考 
2018/4/24 Tim Johnes Future Agenda 英国 講演会 














2018/5/25 Petr OCKO チェコ技術庁 長官 
チェコ 表敬訪問 





村上 健太 チェコ共和国大使館 政治部・
広報部（通訳担当） 
2018/5/31 Christopher Hill ジョージメイソン大学名誉教授





David Cheney Technology Policy 
International（TPI）パートナ
ー 
Patrick Windham Technology Policy 
International（TPI）メンバー 
2018/6/18 イン・パク Korea Institute of Science and 

















Jonathan Timmis Economist, OECD 














期間 訪問者 所属・職名 国名 備考 





Leonardo Reisman Head of the International 
Advisory Board, ABDI 
Bruno Jorge  Head of the Industry 4.0 
Bureau (in charge of the 
Industry 4.0 Agenda) 
Rodrigo 
Rodrigues 
Innovation Manager (in charge 
of the Startup Industry 
program) 
Cynthia Mattos Manager of Productive and 
Technological Development 
Rafael Moreira Secretary of Innovation and 
New Business of the Ministry of 
Science, Technology, 






2018/9/11 Massimo Colombo ミラノ工科大学 教授 イタリア 講演会 
2018/9/12 Erik Stam ユトレヒト大学 教授 オランダ 講演会 










Thomas Meyer スイス大使館 科学技術部 
鈴木恭子 スイス大使館 科学技術部*通訳 





Teppo Turkki Business Finland 
Soile Ollila 
Mari Pantsar The Finnish Innovation Fund 
Sitra Jyri Arponen 
Heidi Humala 
Hany A. El-Shemy エジプト大使館 参事官 
エジプト 
Hanem Ahmed エジプト大使館 アタッシェ 
Eduardo Menez フィリピン大使館 次席代表 フィリピ
ン 
Woo Sin Boon シンガポール国防省/Strategic 
Future Director シンガポ
ール Brandon Tan シンガポール国防省/Strategic 
Future 













2018/11/30 Carthage Smith OECD/GSF 事務局長 
OECD 講演会 
松原 太郎 OECD/GSF 情報分析官 




田 杰 棠 （ TIAN 
JIETANG） 
DRC創新発展研究部 副部長 
熊 鸿 儒 （ XIONG 
HONGRU） 
DRC創新発展研究部 副研究員 
张  鑫 （ ZHANG 
XIN） 
DRC創新発展研究部 助研究員 
















孫 静 林 （ SUN 
JINGLIN） 
CASISD 博士後期課程在学 
李 雨 晨 （ LI 
YUCHEN） 
CASISD 博士後期課程在学 



















Laura Olcina 情報技術研究所（ITI）本部長 
Keiko Maruyama 通訳 
2018/11/30 Carthage Smith OECD/GSF 事務局長 
OECD 表敬訪問  
松原 太郎 OECD/GSF 情報分析官 





期間 訪問者 所属・職名 国名 備考 











































 ・(一財)新技術振興渡辺記念会 科学技術振興課題審査委員会委員(2018.7.27-2019.2.15) 
 
角田 英之(総務研究官) 
 ・(国研)科学技術振興機構 研究開発戦略センター特任フェロー(2018.4.1-2019.3.31) 
 
赤池 伸一(上席フェロー) 
  ・内閣府政策統括官(科学技術・イノベーション担当)付参事官(基本政策担当)(2016.7.25-) 
  ・文部科学省科学技術・学術政策局付(2016.4.1-) 
  ・科学技術振興機構 研究開発戦略センター 特任フェロー(2018.4.1-2019.3.31) 
  ・千葉大学 非常勤講師(2018.4.26-2018.9.30) 
  ・政策研究大学院大学プログラム・コンサルタント(2018.4.1-2019.3.31) 
  ・横浜市立大学 非常勤講師(2018.6.4-2018.9.21) 




 塚田 尚稔(主任研究官) 
  ・(独)経済産業研究所リサーチアソシエイト(2018.4.1-2019.3.31) 
 
第 2研究グループ 
 矢口 雅江(研究員) 










 荒木 寛幸(上席研究官) 
  ・大妻女子大学 非常勤講師(2018.4.1-2019.9.13) 
藤原 綾乃（主任研究官） 






・放送大学 非常勤講師 (2017.10.1-2019.3.31) 
 伊藤 裕子(上席研究官) 
  ・(国研)科学技術振興機構 プログラム戦略推進室特任研究員(2018.7.25-2019.3.31) 







  重茂 浩美(上席研究官) 
  ・総務省委託事業｢IoT/BD/AI 情報プラットフォーム社会実装推進事業｣高度自然言語処理プ
ラットフォーム設計開発情報利活用分科会(保健・衛生)委員(2018.7.24-2019.3.31) 
  ・研究・イノベーション学会 業務理事(2016.10.1-2018.9.30) 
 白川 展之(主任研究官) 
  ・(公財)未来工学研究所 連携研究員(2018.4.1-2019.3.31) 
 小柴 等(研究員) 
  ・東京農業大学 非常勤講師(2018.4.1-2019.3.31) 
















開始年度 研究者 研究種目 課題名 
2015年度 梅川 通久 基盤研究(C) 
人口密度のポテンシャル分布に着目した東南アジ
ア大陸部における地理的諸現象の分析 
2016年度 浦島 邦子 基盤研究(C) 
イノベーションに資する工学部におけるリベラル
アーツ教育に関する研究 
2016年度 藤原 綾乃 挑戦的萌芽研究 
人材流出を介した技術流出の経済的影響に関する
実証分析 
2016年度 木村めぐみ 若手研究(A) 
表現する組織：イノベーションの実現における芸
術・人文学的知識の役割についての研究 




開始年度 研究者 研究種目 課題名 
2015年度 荒木 寛幸 基盤研究(B) 
拡張性と簡便性を両立するデータ流通基盤の汎用
的フレームワークと複数分野での実証 
2015年度 浦島 邦子 基盤研究(C) 
学術雑誌の掲載論文の特色に基づく大学研究の目
的の分析 
2015年度 林 和弘 基盤研究(C) 
学術雑誌の掲載論文の特色に基づく大学研究の目
的の分析 
2016年度 梅川 通久 基盤研究(A) 
日本における「生きる供養」「何でも供養」の連
環的研究基盤の構築 
2017年度 細坪 護挙 特別研究推進費 
経済学分野を中心とした科研費の論文生産性に与
える効果に関する基礎的研究 







開始年度 研究者 研究種目 課題名 


















1．日 時  2019年 3月 25日(月)15：30～17：30 
2．場 所  文部科学省科学技術・学術政策研究所 大会議室 
3．議 題  「科学技術・学術政策研究所の主要な取組について」 
 
顧問（出席者を※で示す） 
安西 祐一郎      (独) 日本学術振興会 顧問/学術情報分析センター所長 
白石 隆        政策研究大学院大学 SCIREX ｾﾝﾀｰ長 
須藤 亮     ※  (株) 東芝特別嘱託 
田中 隆治    ※  星薬科大学 学長 
野田 由美子   ※  ヴェオリア・ジャパン 株式会社 代表 
山本 佳世子   ※  (株) 日刊工業新聞社 論説委員/編集局科学技術部編集委員 
矢野 誠        (独) 経済産業研究所 所長/京都大学 経済研究所 特任教授 
室伏 きみ子   ※  お茶の水女子大学 学長 
アドバイザー 
LENNART STENBERG ※    SENIOR ADVISOR FOR INTERNATIONAL COOPERATION AND ANALYSIS  












2018. 4.10 科学技術の状況に係る総合的意識調査(NISTEP定点調査 2017)［NISTEP REPORT 
No.175,176］ 
2018. 5.30 民間企業の研究活動に関する調査報告 2017［NISTEP REPORT No.177］ 
2018. 8.22 科学技術指標 2018[調査資料-274] 
2018.10. 9 サイエンスマップ 2016［NISTEP REPORT No.178］ 





第 96号 2018年 4月 20日 
○報道発表 




 http://www.nistep.go.jp/archives/36394  
・日本の大学システムのアウトプット構造：論文数シェアに基づく大学グループ別の論文産出の
詳細分析［調査資料-271］ 
 http://www.nistep.go.jp/archives/36014  
・日本の超大企業の研究開発システムの実態 ― 製造関連企業の事例研究 ―【DISCUSSION PAPER 
No.154】 
 http://www.nistep.go.jp/archives/36541  
・大型産学連携のマネジメントに係る調査研究 2017［DISCUSSION PAPER No.153］ 
 http://www.nistep.go.jp/archives/36263  
・「STI Horizon（エスティーアイ ホライズン）」誌 2018春号 





 https://www.facebook.com/nistep.japan/  
 
第 97号 2018年 5月 9日 
○イベント 
・講演会「近未来への招待状 ～ナイスステップな研究者 2017からのメッセージ～」（5月 23日、
6月 19日、7月 18日開催） 
 http://www.nistep.go.jp/archives/36615  
○調査研究成果 
・研究発表空白期間がアカデミア昇進に与える影響分析～研究者の属性に関するイベントヒスト
リー分析～[DISCUSSION PAPER No.155] 







 https://www.facebook.com/nistep.japan/  
 
第 98号 2018年 6月 13日 
○イベント 
・講演会「近未来への招待状 ～ナイスステップな研究者 2017からのメッセージ～」（6月 19日、
7月 18日開催） 
 http://www.nistep.go.jp/archives/36615  
・NISTEP講演会「社会的インパクト評価と成果に紐づいた投資」（7/20） 
 http://www.nistep.go.jp/archives/37069  
○報道発表 
・民間企業の研究活動に関する調査報告 2017［NISTEP REPORT No.177］ 
 http://www.nistep.go.jp/archives/37004  
○調査研究成果 
・産業界で必要なスキル・能力の獲得について－管理職 4,000人の意識調査より－[調査資料-273] 
 http://www.nistep.go.jp/archives/37078  
・86 国立大学法人の財務諸表を用いた研究活動の実態把握に向けた試行的な分析[DISCUSSION 
PAPER No.157] 
 http://www.nistep.go.jp/archives/37035  
・博士人材の学位取得から労働市場への移行：フランスと日本の比較研究[DISCUSSION PAPER 
No.156] 
 http://www.nistep.go.jp/archives/36818  
・博士の企業観・企業の博士観－インタビュー調査の結果から－[講演録-308] 
 http://www.nistep.go.jp/archives/37193  
・「STI Horizon（エスティーアイ ホライズン）」誌 2018夏号 web先行公開（5月分） 
 http://www.nistep.go.jp/archives/37097  
○KIDSASHI（科学技術予測センターが収集・分析した「変化の兆し・変化の種」の情報を提供） 
・PTSD治療における仮想現実（VR）活用の進展 







 http://www.nistep.go.jp/archives/37017  
・NISTEP facebookページを開設しています 
 https://www.facebook.com/nistep.japan/  
 
第 99号 2018年 7月 2日 
○文部科学省科学技術・学術政策研究所 創立 30周年のお知らせ 
 http://www.nistep.go.jp/30th-anniversary  
○イベント 
・講演会「近未来への招待状 ～ナイスステップな研究者 2017 からのメッセージ～」（7 月 18 日
開催） 
 http://www.nistep.go.jp/archives/36615  
・NISTEP講演会「社会的インパクト評価と成果に紐づいた投資」（7/20） 









 http://www.nistep.go.jp/archives/37181  
・「STI Horizon（エスティーアイ ホライズン）」誌 2018夏号公開 
 http://www.nistep.go.jp/archives/37349  
○その他 
・NISTEP facebookページを開設しています 
 https://www.facebook.com/nistep.japan/  
 
第 100号 2018年 8月 15日 
○調査研究成果 
・AIにおけるサイエンスとイノベーションの共起化：米国における論文・特許データベースを用
いた分析[DISCUSSION PAPER No.160] 
 http://www.nistep.go.jp/archives/37508  
・地方ブロック圏域における地域イノベーションの成果と課題[DISCUSSION PAPER No.159] 








・「民間企業の研究活動に関する調査」の 2018年度調査実施について  
 http://www.nistep.go.jp/minken2018  
・NISTEP facebookページを開設しています 
 https://www.facebook.com/nistep.japan/  
・文部科学省科学技術・学術政策研究所 創立 30周年のお知らせ 
 http://www.nistep.go.jp/30th-anniversary 
 
第 101号 2018年 9月 12日 
○イベント 
・NISTEP 創立 30 周年記念国際シンポジウム「科学技術イノベーション政策の形成と共に進化す
る政策研究を目指して」（11/1開催） 
 http://www.nistep.go.jp/archives/37797  
・ワークショップ「イノベーション創出に向けた人材育成 －先進的な取組事例と課題－」（9 月
27開催） 
 http://www.nistep.go.jp/archives/37858  
○報道発表 
・科学技術指標 2018[調査資料-274] 
 http://www.nistep.go.jp/archives/37708  
○調査研究成果 
・STI Horizon（エスティーアイ ホライズン）誌 2018秋号 web先行公開（8月分） 
 http://www.nistep.go.jp/archives/37909  
○その他 
・Scopus-NISTEP大学・公的機関名辞書対応テーブルの公開について 





・「民間企業の研究活動に関する調査」の 2018年度調査実施について  
 http://www.nistep.go.jp/minken2018  
・NISTEP facebookページを開設しています 
 https://www.facebook.com/nistep.japan/  
・文部科学省科学技術・学術政策研究所 創立 30周年のお知らせ 
 http://www.nistep.go.jp/30th-anniversary 
 
第 102号 2018年 10月 17日 
○イベント 
・NISTEP 創立 30 周年記念国際シンポジウム「科学技術イノベーション政策の形成と共に進化す
る政策研究を目指して」（11月 1日）［※登録の締切り 10/25（情報交換会 10/19）］ 
 http://www.nistep.go.jp/archives/37797  
・NISTEP講演会(フォーサイト・セミナー)「オープンサイエンス時代の新たなサービスが駆動す
る学術情報流通のゲームチェンジ（仮）」(10月 26日) 
 http://www.nistep.go.jp/archives/38427  
○報道発表 
・サイエンスマップ 2016［NISTEP REPORT No.178］ 




 http://www.nistep.go.jp/archives/38071  
・第 11回科学技術予測調査 2040年に目指す社会の検討（ワークショップ報告）［調査資料-276］ 
 http://www.nistep.go.jp/archives/38097  
・第 8回予測国際会議「未来の戦略構築に貢献するための予測」開催報告［調査資料-275］ 
 http://www.nistep.go.jp/archives/38026  
・研究費属性と大学の技術開発の関係について［DISCUSSION PAPER No.161］ 
 http://www.nistep.go.jp/archives/38312  
・STI Horizon（エスティーアイ ホライズン）誌 2018秋号 
 http://www.nistep.go.jp/archives/38223  
○その他 
・科学技術指標 2018HTML版の公表について 
 http://www.nistep.go.jp/archives/38403  
・「科学技術の状況に係る総合的意識調査（NISTEP定点調査）」の 2018年度調査実施について 
 http://www.nistep.go.jp/archives/37977  
・「民間企業の研究活動に関する調査」の 2018年度調査実施について  
 http://www.nistep.go.jp/minken2018  
・NISTEP facebookページを開設しています 
 https://www.facebook.com/nistep.japan/  
・文部科学省科学技術・学術政策研究所 創立 30周年のお知らせ 
 http://www.nistep.go.jp/30th-anniversary 
 
第 103号 2018年 11月 13日 
○イベント 
・第 11回政策研究レビューセミナー（12月 11日） 








 http://www.nistep.go.jp/archives/38704  
○調査研究成果 
・Microsoft Academic Graph の書誌情報データとしての評価 [DISCUSSION PAPER No.162] 
 http://www.nistep.go.jp/archives/38488  
○その他 
・NISTEP創立 30周年記念誌の発行 
 http://www.nistep.go.jp/archives/38608  
・「科学技術の状況に係る総合的意識調査（NISTEP定点調査）」の 2018年度調査実施について 
 http://www.nistep.go.jp/archives/37977  
・「民間企業の研究活動に関する調査」の 2018年度調査実施について  
 http://www.nistep.go.jp/minken2018  
・NISTEP facebookページを開設しています 
 https://www.facebook.com/nistep.japan/  
・文部科学省科学技術・学術政策研究所 創立 30周年のお知らせ 
 http://www.nistep.go.jp/30th-anniversary 
 
第 104号 2018年 12月 20日 
○報道発表 
・「科学技術への顕著な貢献 2018（ナイスステップな研究者）」の選定 
 http://www.nistep.go.jp/archives/38907  
○調査研究成果 
・地域科学技術指標 2018[調査資料-278] 
 http://www.nistep.go.jp/archives/38987  
・日本におけるビジネスグループの構造とパフォーマンス [DISCUSSION PAPER No.164] 
 http://www.nistep.go.jp/archives/39241  
・オープンサイエンスの社会課題解決に対する貢献－マルチステークホルダー・ワークショップ
による予測－[DISCUSSION PAPER No.163] 
 http://www.nistep.go.jp/archives/38949  
・「STI Horizon（エスティーアイ ホライズン）」誌 2018冬号（本日 12/20！）公開 
 http://www.nistep.go.jp/stih/  
・日本の科学研究力の現状と課題「NISTEPブックレット-1(ver. 5)」 
 http://www.nistep.go.jp/archives/38930  
○KIDSASHI（科学技術予測センターが収集・分析した「変化の兆し・変化の種」の情報を提供） 
・生産性向上のために AI・ロボットを「リストラ」する「変なホテル」 






 http://www.nistep.go.jp/archives/39211  
・第 11回政策研究レビューセミナー発表資料の掲載 
 http://www.nistep.go.jp/archives/39149  
・研究開発型ベンチャーマップβ版の公開について 
 http://www.nistep.go.jp/archives/39080  
・政府統計調査「全国イノベーション調査 2018年調査」の実施について 






 http://www.nistep.go.jp/archives/38744  
・「民間企業の研究活動に関する調査」の 2018年度調査実施について  
 http://www.nistep.go.jp/minken2018  
・NISTEP創立 30周年記念誌の発行 
 http://www.nistep.go.jp/archives/38608  
・文部科学省科学技術・学術政策研究所 創立 30周年のお知らせ 
 http://www.nistep.go.jp/30th-anniversary 
・NISTEP facebookページを開設しています 
 https://www.facebook.com/nistep.japan/  
 
第 105号 2019年 1月 16日 
○イベント 
・NISTEP/奈良女子大学共催 人材ワークショップ「博士のキャリアデザイン」（1月 29日） 
 http://www.nistep.go.jp/archives/39634  
・NISTEP 講演会（フォーサイト・セミナー）「AI とオープンサイエンスが拓く日本のアカデミア
発スタートアップ（仮）」（2月 14日） 
 http://www.nistep.go.jp/archives/39656  
○調査研究成果 
・兆しを捉えるための新手法～NISTEPのホライズン・スキャニング“KIDSASHI”～ [POLICY STUDY 
No.16] 
 http://www.nistep.go.jp/archives/39464  
・地域イノベーションシステムに関する意識調査（2016）の要因分析[DISCUSSION PAPER No.165] 
 http://www.nistep.go.jp/archives/39424  
○その他 
・ナイスステップな研究者 2018の柴山文部科学大臣の表敬等 
 http://www.nistep.go.jp/about/activity#20190110  
・政府統計調査「全国イノベーション調査 2018年調査」の実施について 
 http://www.nistep.go.jp/archives/38409  
・「民間企業の研究活動に関する調査」の 2018年度調査実施について  
 http://www.nistep.go.jp/minken2018  
・NISTEP facebookページを開設しています 
 https://www.facebook.com/nistep.japan/  
 
第 106号 2019年 2月 13日 
○調査研究成果 
・「民間企業の研究活動に関する調査 2018」（速報） 
 http://www.nistep.go.jp/archives/39802  
・科学技術に関する国民意識調査－2016 年 3 月～2018 年 10 月 科学技術の関心と信頼と自然災
害－[調査資料－279] 
 http://www.nistep.go.jp/archives/39729  
・「科学技術と社会に関する世論調査」（平成 29 年 9 月調査）のミクロデータ分析 [DISCUSSION 
PAPER No.166] 
 http://www.nistep.go.jp/archives/39867  
○その他 
・第 11回科学技術予測調査（デルファイアンケート）の御案内 
 http://www.nistep.go.jp/yosoku11-intro  
・NISTEP企業名辞書等のデータ改訂 







 http://www.nistep.go.jp/archives/38409  
・NISTEP Facebookページ 





 http://www.nistep.go.jp/archives/39818  
・研究職員（主任研究官又は研究員）公募のお知らせ（科学技術・学術基盤調査研究室） 
 http://www.nistep.go.jp/archives/39826  
 




 http://www.nistep.go.jp/archives/40077  
・若手理工農分野博士課程修了者の就業等状況の分析[DISCUSSION PAPER No.167] 







 http://www.nistep.go.jp/archives/39853  
・博士人材データベース(JGRAD)への参加について 




















年月日／号 目次タイトル等 頁 
平成 30 年 4 月 16 日 
第 2491号 
科政研「博士人材追跡調査等２次報告書」④ 30 
平成 30 年 4 月 16 日 
第 2491号 
科政研「大学システムのアウトプット構造」② 32 
平成 30 年 4 月 23 日 
第 2492号 
科政研「博士人材追跡調査等２次報告書」⑤ 32 
平成 30 年 4 月 23 日 
第 2492号 
科政研「大学システムのアウトプット構造」③ 34 
平成 30 年 4 月 23 日 
第 2492号 
科政研「科学技術の総合的意識調査」（定点調査） 36 
平成 30 年 4 月 30 日 
第 2493号 
科政研「科学技術の総合的意識調査」② 38 
平成 30 年 4 月 30 日 
第 2493号 
科政研「大学システムのアウトプット構造」④ 40 
平成 30 年 4 月 30 日 
第 2493号 
科政研セミナー 42 
平成 30 年 5 月 7・14
日 第 2494・95号 
科政研「大型産学連携のマネジメント調査」 14 
平成 30 年 5 月 7・14
日 第 2494・95号 
科政研「科学技術の総合的意識調査」③ 16 
平成 30 年 5 月 21 日 
第 2496号 
科政研「大型産学連携のマネジメントに係る調査研究」② 18 
平成 30 年 5 月 21 日 
第 2496号 
科政研「科学技術の総合的意識調査」④ 20 
平成 30 年 5 月 21 日 
第 2496号 
科政研「学生の科学技術情報と進路選択意識調査」 22 
平成 30 年 5 月 28 日 
第 2497号 
科政研「大型産学連携のマネジメントに係る調査研究」③ 14 
平成 30 年 5 月 28 日 
第 2497号 
ナイスステップな研究者講演会 16 
平成 30 年 5 月 28 日 
第 2497号 
科政研「研究者属性のイベントヒストリー分析」 17 
平成 30 年 6 月 11 日 
第 2499号 
科政研「民間企業の研究活動に関する調査報告」 14 
平成 30 年 6 月 18 日 
第 2500号 
科政研「民間企業の研究活動に関する調査報告」② 18 
平成 30 年 6 月 25 日 
第 2501号 
科政研「民間企業の研究活動に関する調査報告」③ 12 
平成 30 年 6 月 25 日 
第 2501号 
科政研「近未来への招待状」ナイスステップな研究者が講演会 14 
平成 30 年 7 月 2 日 
第 2502号 
科政研「民間企業の研究活動に関する調査報告」④ 16 






年月日／号 目次タイトル等 頁 
平成 30 年 7 月 2 日 
第 2502号 
科政研「博士号保持者と企業イノベーション」等 18 
平成 30 年 7 月 9 日 
第 2503号 
科政研「民間企業の研究活動に関する調査報告」⑤ 16 
平成 30 年 7 月 9 日 
第 2503号 
科政研「フォーサイトセミナー」 17 
平成 30 年 7 月 16 日 
第 2504号 
科政研がメディアと意見交換会 15 
平成 30 年 7 月 23 日 
第 2505号 
科政研・日本工学アカデミー、ナイスステップ研究者講演会 8 










平成 30年 8月 20・27
日 第 2509・10号 
科政研「科学技術指標２０１８」まとめる 18 
平成 30 年 9 月 3 日 
第 2511号 
科学技術・学術政策研究所「科学技術指標」報告② 17 
平成 30 年 9 月 10 日 
第 2512号 
科学技術・学術政策研究所「科学技術指標」報告③ 20 
平成 30 年 9 月 17 日 
第 2513号 
科政研「科学技術指標」報告④ 14 
平成 30 年 10 月 8 日 
第 2516号 
科政研ワークショップ、11月に科政研 30周年記念シンポジウム 21 
平成 30 年 10 月 15 日 
第 2517号 
科政研「サイエンスマップ２０１６」 20 
平成 30 年 10 月 22 日 
第 2518号 
科学技術・学術政策研究所「サイエンスマップ２０１６」② 26 
平成 30 年 10 月 29 日 
第 2519号 
科政研「サイエンスマップ２０１６」③ 16 
平成 30 年 11 月 12 日 
第 2521号 
科政研創立 30周年記念国際シンポジウム 21 
平成 30 年 11 月 12 日 
第 2521号 
科政研 30周年記念情報交換会 71 





平成 30 年 12 月 3 日 
第 2524号 
科政研「ナイスステップな研究者」11名選定 17 
平成 30 年 12 月 10 日 
第 2525号 
「ナイスステップな研究者２０１８」の業績紹介① 16 
平成 30 年 12 月 10 日 
第 2525号 
科政研講演会「オープンサイエンスパラダイム」 17 







年月日／号 目次タイトル等 頁 
平成 30 年 12 月 24 日 
第 2527号 
科政研「政策研究レビューセミナー」 21 
平成 30 年 12 月 24 日 
第 2527号 
「ナイスステップな研究者２０１８」の業績紹介③ 62 
平成 31 年 1 月 7・14
日 第 2528・29号 
「ナイスステップな研究者２０１８」の業績紹介④ 73 
平成 31 年 1 月 21 日 
第 2530号 
ナイスステップな研究者が柴山大臣表敬 4 
平成 31 年 1 月 21 日 
第 2530号 
ナイスステップな研究者を表彰、科政研 13 
平成 31 年 1 月 21 日 
第 2530号 
「ナイスステップな研究者２０１８」の業績紹介⑤ 63 
平成 31 年 1 月 28 日 
第 2531号 
「ナイスステップな研究者２０１８」の業績紹介⑥ 66 
平成 31 年 2 月 4 日 
第 2532号 
「ナイスステップな研究者２０１８」の業績紹介⑦ 51 
平成 31 年 2 月 11 日 
第 2533号 
「ナイスステップな研究者２０１８」の業績紹介⑧ 53 
平成 31 年 2 月 18 日 
第 2534号 
科政研「民間企業の研究活動調査２０１８」速報版 14 
平成 31 年 2 月 18 日 
第 2534号 
「ナイスステップな研究者２０１８」の業績紹介⑨ 58 
平成 31 年 2 月 25 日 
第 2535号 
科政研「地域科学技術指標２０１８」まとめる 10 
平成 31 年 2 月 25 日 
第 2535号 
「ナイスステップな研究者２０１８」の業績紹介⑩ 52 
平成 31 年 3 月 4 日 
第 2536号 
科政研「地域科学技術指標２０１８」② 16 
平成 31 年 3 月 4 日 
第 2536号 
「ナイスステップな研究者２０１８」の業績紹介⑪ 53 
平成 31 年 3 月 11 日 
第 2537号 
科政研「地域科学技術指標２０１８」③ 18 
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２調：第２調査研究グループ 予測センター：科学技術予測センター 基盤室：科学技術・学術基盤調査研究室 
NR:NISTEP REPORT  RM:調査資料  DP: DISCUSSION PAPER 
  ※一部のタイトルには通称名を使用している。 





















































































東 奥 日 報 
(朝刊 22面） 





















































































































































































































聞 ( 朝 刊 １
面) 




























































































2018/8/23 科学技術指標 2018 RM274 基盤室 
研究開発費 ２年連続













聞 ( 朝 刊 ９
面) 






















中 日 新 聞 
朝刊信濃版
14面 























































































































































聞 ( 朝 刊 8
面) 




























聞 ( 朝 刊 3
面) 























































































































11-12 月 号 
pp.8-9 
























































第 3部 3 
毎日新聞(朝
刊 15面) 



























毎 日 新 聞 
東京朝刊 








































































刊 1面)  

















( 日 本 評 論
社) 

























































































聞 ( 朝 刊 7
面) 
2019/3/30 科学技術指標 2018 RM274 基盤室 
 
  

























































科学技術に関する国民意識調査 ― 2016年 3月～









































































































































































































































































































































































































      
      

























































































































        
  
（パネリスト） 
・梶原 ゆみ子 (富士通株式会社 常務理事)  
・島田 啓一郎 (ソニー株式会社 執行役員) 
・藤田 喜久雄 (大阪大学 工学研究科 教授)   
・朝日 透  (早稲田大学 理工学術院 教授) 
・角田 英之 (NISTEP 総務研究官) 
 
（モデレータ） 
・小沼 良直 (未来工学研究所 主席研究員)   




































































  坪井 弘 (NISTEP 所
長) 
主賓挨拶 
  永岡 桂子 (文部科学
副大臣) 
来賓挨拶 







   Luke Georghiou (英国
マンチェスター大学副
学長・副総長) 
   Gerald Hane (政策研
究大学院大学非常勤講
師) 







   Rongping Mu (中国科
学院科技戦略咨詢研究
院（CASISD）書記)  




澤 宏之 (NISTEP 第
２研究グループ総括主
任研究官) 







  Nares Damrongchai (タ
イ 生 命 科 学 研 究 所


















Tomer Shussman, Ph.D 



































































































































































モデレーター: 門村 幸夜 (大阪大学産学共創本部
共創人材育成部門 特任准教授) 
パネリスト:伊藤 貴之、松岡 由貴、大渕 裕美、三木 
清香 































































































































顧 問(五十音順)                         (2019.3.31時点)      
安西 祐一郎      (独) 日本学術振興会 顧問/学術情報分析センター所長 
白石 隆        政策研究大学院大学 SciREXセンター長 
須藤 亮        (株) 東芝 特別嘱託 
田中 隆治       星薬科大学 学長 
野田 由美子      ヴェオリア・ジャパン 株式会社 代表 
山本 佳世子      (株) 日刊工業新聞社 論説委員・編集局科学技術部編集委員 
矢野 誠        (独) 経済産業研究所 所長/京都大学 経済研究所 特任教授 
室伏 きみ子      お茶の水女子大学 学長 
 
アドバイザー 
Lennart Stenberg      Senior Advisor for International Cooperation and Analysis  
Operational Development Division, VINNOVA 
 
 
職員名簿(所属順)                                        
所長                    坪井 裕    2018. 1. 1- 
総務研究官                 角田 英之   2018. 4. 1- 
上席フェロー                赤池 伸一   2018. 4. 1- 
総務課         課長        小林 英夫   2017. 4. 1-2019. 3.31 
            課長補佐      野村 崇    2018. 4. 1- 
            情報係長      梅川 通久   2016. 4. 1- 
            庶務係長      藤木 聡子   2016. 4. 1- 
            経理係長      齋藤 弘之   2017. 5. 1- 
            用度係       堀内 美月   2016. 4. 1- 
            研究官         蛯原 弘子   2012. 3.19- 
            専門職       小河 千代美  2018. 4. 1- 
            経理係       若宮 広和   2016. 4. 1- 
企画課         課長        氏原 拓    2018. 7. 1- 
課長        三木 清香   2016. 1.11-2018. 6.30 
               課長補佐      葛谷 暢重   2017. 6. 1-2019. 3.31 
               課長補佐      玉井 利明   2018. 9. 1- 
            国際研究協力官   大場 豪    2017. 5. 1- 
            企画係       手塚 茜    2018. 6.11- 
            企画係       奥山 知香子  2017. 6.19-2018. 6.10 
            業務係       佐藤 博俊   2009. 5. 1- 
第 1研究グループ    客員総括主任研究官 伊地知 寛博  2016. 4. 1- 
            主任研究官     塚田 尚稔   2016. 4. 1-2019. 3.31 
                        研究員       池田 雄哉   2015. 7. 1- 
第 2研究グループ    総括主任研究官   富澤 宏之   2015. 6. 1.- 
            主任研究官     氏田 壮一郎  2016. 7. 1- 
             研究員       矢口 雅江   2017. 6. 1- 
               上席研究官     佐野 幸一   2017. 6. 1-2018.10.31 
第 1調査研究グループ  総括上席研究官   三木 清香   2018. 7. 1- 
総括上席研究官   門田 公秀   2018. 5. 1-2018. 6.30 





上席研究官        治部 眞里   2018. 7. 1- 
上席研究官        小林 淑恵   2013. 4. 1-2018. 4.30 
            上席研究官     細坪 護挙   2014.10. 1- 
            上席研究官     小林 百合   2017.10. 1- 
            研究員       椿 光之助   2016. 7. 1- 
第 2調査研究グループ  総括上席研究官   堀田 継匡   2018. 7.27- 
総括上席研究官   犬塚 隆志   2015. 4. 1-2018. 7.26 
                        上席研究官     新村 和久   2014. 4. 1-2019. 3.31 
             上席研究官     荒木 寛幸   2016. 4. 1- 
            主任研究官     藤原 綾乃   2016. 4. 1- 
科学技術予測センター センター長     横尾 淑子   2018. 4. 1- 
            上席研究官     浦島 邦子   2003. 6.16- 
            上席研究官     重茂 浩美   2017. 4. 1- 
            上席研究官     林 和弘    2012. 6. 1- 
            主任研究官     伊藤 裕子   2018. 4. 1- 
            主任研究官     栗林 美紀   2016. 4. 1-2019. 3.31 
            主任研究官     白川 展之   2017. 1. 1- 
            研究員       小柴 等    2014. 4. 1-2019. 3.31 
            研究員       黒木 優太郎  2018. 7. 1- 
            研究官       柿崎 文彦   2016. 4. 1- 
科学技術・学術基盤調査研究室 室長        伊神 正貫   2015. 6. 1- 
            上席研究官     神田 由美子  2006. 4. 1- 
            研究員       村上 昭義   2015. 4. 1- 
            研究員       松本 久仁子  2018. 4. 1- 
 
 
特別研究員(五十音順)                        (肩書は委嘱時点) 
蒲生 秀典  凸版印刷(株)総合研究所次世代商品研究室シニア研究員 
矢野 幸子  (国研)宇宙航空研究開発機構 主任研究開発員 
河岡 将行  高砂熱学工業(株) 技術研究所 課長代理 
 
客員研究官(五十音順)                        (肩書は委嘱時点) 
 
浅野 茂 山形大学学術研究院 教授 
芦野 俊宏 東洋大学 国際地域学部 国際地域学科 教授 
安藤 寿浩 (国研)物質・材料研究機構 カーボン複合材料グループ グループリーダー 
池内 有為 筑波大学 大学院図書館情報メディア研究科 博士後期課程 
池内 健太 (独)経済産業研究所 研究員 




池田 大輔 九州大学大学院 システム情報科学研究院 准教授 
伊藤 恵子 中央大学 商学部 教授 








岩佐 朋子 横浜市立大学学術院 国際総合科学群 人文社会科学系列 准教授 
遠藤 悟 (独)日本学術振興会 総務企画部 専門調査役 
大橋 弘 東京大学大学院 経済学研究科 教授 
小笠原 敦 滋賀医科大学 医学研究監理室 室長 
岡村 麻子 政策研究大学院大学 科学技術イノベーション政策研究センター 専門職 
岡室 博之 一橋大学大学院 経済学研究科 教授 
岡本 摩耶 兵庫県立大学大学院 生命理学研究科 特任教授 
奥和田 久美 北陸先端科学技術大学院大学 知識科学研究科 客員教授 
小野寺 夏生 筑波大学 名誉教授 
加藤 重治 (国研)理化学研究所 理事 
門村 幸夜 大阪大学 産学連携本部 特任准教授 
加納 圭 滋賀大学 教育学部 准教授 
川上 伸昭 宮城大学 理事長、学長 
姜 秉祐 一橋大学 教授イノベーション研究センター 専任講師 
岸本 晃彦 
(株)日立製作所 中央研究所 ライフサイエンス研究センター バイオシス
テム研究部 シニア部員 
絹川 真哉 駒澤大学 グローバル・メディア・スタディーズ学部 教授 
金 榮愨 専修大学経済学部 教授 
木村 めぐみ 一橋大学 イノベーション研究センター 特任講師 
木村 良 高知工科大学 研究本部長、地域連携機構長 
黒木 淳 横浜市立大学 准教授 
桑原 輝隆 － 
小知和 裕美 EY新日本有限責任監査法人 シニアスタッフ 
近藤 康久 (共)人間文化研究機構 総合地球環境学研究所 准教授 
齊藤 貴浩 大阪大学 経営企画オフィス 評価部門 
斎藤 尚樹 (国研)理化学研究所 横浜事業所長 
榊原 裕二 (株)島津製作所 顧問（研究開発担当） 
坂下 鈴鹿 内閣官房 健康・医療戦略室 企画官 
坂田 東一 (一財)日本宇宙フォーラム 理事長 
塩谷 景一 東京工業大学 特任教授 
七丈 直弘 東京工科大学 コンピュータサイエンス学部 教授 





調 麻佐志 東京工業大学 リベラルアーツ研究教育院 教授 
菅澤 貴之 同支社大学 学習支援・教育開発センター 准教授 
鈴木 潤 政策研究大学院大学 教授 
鈴木 真也 武蔵大学 経済学部経営学科 教授 
鷲見 芳彦 夢マネジメント 代表 
隅藏 康一 政策研究大学院大学 教授 
相馬 りか (国研)科学技術振興機構 戦略研究推進部 ICTグループ 
外枦保 大介 下関市立大学 経済学部経済学科 准教授 
高橋 真木子 金沢工業大学大学院 イノベーションマネジメント研究 教授 
田村 龍一 稚内北星学園大学 情報メディア学部 准教授 
長岡 貞男 東京経済大学 経済学部 教授 
中川 尚志 (国研)科学技術振興機構 研究開発戦略センター 
永田 晃也 九州大学大学院経済学研究院 教授 
長根 裕美 千葉大学大学院 人文公共学府 准教授 
永野 博 (一社)日本工学アカデミー 専務理事 
中村 麻子 茨城大学 理学部 教授 
中山 保夫 － 
奈良 人司 (公社)日本技術士会 専務理事 
丹羽 冨士雄 政策研究大学院大学 名誉教授 
野澤 一博 愛媛大学 社会共創学部 准教授 
野原 博淳 山梨学院大学 特任教授 
羽田 尚子 中央大学 商学部 教授 
藤井 章博 法政大学 理工学部 応用情報工学科 教授 
藤本 博也 日産自動車(株)総合研究所 モビリティ・サービス研究所 主管研究員 
古川 英光 山形大学大学院 理工学研究科 教授 
細野 光章 岐阜大学 研究推進・社会連携機構 教授 
堀田 厚 三菱電機(株)情報技術総合研究所 開発戦略部 専任 
本間 央之 協和発酵キリン(株) 研究開発本部 研究開発企画部 
前田 征児 
JXTGエネルギー(株) 新エネルギーカンパニー 水素事業推進部 
水素技術開発グループマネージャー 
牧 兼充 政策研究大学院大学 助教授 
松原 宏 東京大学大学院 総合文化研究科 教授 





真子 博 (国研)宇宙航空研究開発機構 総務参事 
宮入 暢子 ORCID,Inc. 
村山 泰啓 (国研)情報通信研究機構 統合ビックデータ研究センター 研究統括 
元橋 一之 東京大学大学院 工学系研究科レジリエンス工学研究センター 教授 
矢野 幸子 
(国研)宇宙航空研究開発機構 有人宇宙技術部門 きぼう利用センター 
主任研究開発員 
山下 泰弘 (国研)科学技術振興機構 研究員 
山田 仁一郎 大阪市立大学大学院 経営学研究科 教授 
横田 慎二 (国研)産業技術総合研究所 ＴＩＡ推進センター 総括主幹 
吉岡（小林）徹 東京大学大学院 工学系研究科 特任助教 
鷲田 祐一 一橋大学 教授 
 
        
国際客員研究官                           (肩書は委嘱時点) 
Christian Rammer 欧州経済研究センター（ZEW） 副部門長 
Christopher T. Hill ジョージメイソン大学 名誉教授 
Cornelia Lawson バース大学経営学部 
John P. Walsh ジョージア工科大学 教授 
Julien Calmand フランス資格調査・研究センター(CEREQ)  調査研究部長 










(1) NISTEP REPORT 









































































































































































































No. タイトル 発表者・グループ 
公表 
年月 











































































































































































































































No.103 イノベーションの測定に向けた基礎的研究 報告書 科学技術政策研究所 2007.03 
































































































































































































No.72 科学技術に関する意識調査－2001年 2～3月調査－ 第2調査研究グループ 2001.12 








No.69 日本の技術輸出の実態－平成 10年度－ 情報分析課 2001.03 
No.68 外国技術導入の動向分析－平成 10年度－ 情報分析課 2001.03 


























第 1研究グループ 1999.06 





















No.58 日本の技術輸出の実態(平成 8年度) 情報分析課 1998.09 










No.54 外国技術導入の動向分析(平成 7年度) 情報分析課 1998.01 
























第 1研究グループ 1997.03 
No.47 日本の技術輸出の実態－平成 6年度－ 第3調査研究グループ 1996.12 
No.46 外国技術導入の動向分析－平成 6年度－ 情報分析課 1996.12 









































No.32 地球環境問題における企業対応の現状と評価 第4調査研究グループ 1994.03 
No.31 R&D 購買力平価の開発 第3調査研究グループ 1994.03 



















































No.20 国立試験研究機関と基礎研究 第1調査研究グループ 1991.09 
No.19 体系科学技術指標 第 2研究グループ 1991.09 









No.15 企業(製造業)が『造る集団』から『考える集団』に 第3調査研究グループ 1991.03 






No.12 大学の進学希望者の進路選択について 第1調査研究グループ 1990.08 
No.11 地域における科学技術振興に関する基礎調査 第4調査研究グループ 1990.08 
No.10 表彰制度からみた我が国の科学技術動向 第2調査研究グループ 1990.03 
No.9 特許出願からみた研究開発の動向 第 2研究グループ 1990.03 





No. タイトル 発表者・グループ 
公表 
年月 
No.8 我が国の主要企業における『基礎研究』について 第1調査研究グループ 1990.01 
No.7 自然科学系博士号取得の日米比較 第1調査研究グループ 1989.07 
No.6 科学技術連関モデルの理論的枠組 第 1研究グループ 1989.09 
No.5 共同研究における参加企業に関する調査研究 第3調査研究グループ 1989.08 





No.2 科学技術に対する社会の意識について 第2調査研究グループ 1989.06 
No.1 理工系学生の就職動向について 第1調査研究グループ 1989.06 
 
 
(2) POLICY STUDY 














Foresight for Our Future Society-Cooperative 

































No.8 遺伝子科学技術の展開と法的諸問題 第2調査研究グループ 2002.03 





No. タイトル 発表者・グループ 
公表 
年月 













第 1研究グループ 1999.05 






(3) 調査資料(Research Material) 





























































































































































































No.249 意匠権及び商標権に関するデータベースの構築 第１研究グループ 2016.04 
No.248 











No. タイトル 発表者・グループ 
公表 
年月 
No.247 知的生産活動の集積傾向に関する分析報告 第１研究グループ 2016.03 









科学技術に関する国民意識調査―2014 年 2 月～









































































第 1調査研究グループ 2014.09 











第 3調査研究グループ 2014.08 

















































































第 1調査研究グループ 2012.08 














































第 1調査研究グループ 2012.03 






























大学等発ベンチャー調査 2010  
-大学等へのアンケートに基づくベンチャー設立状
況とベンチャー支援・産学連携に関する意識- 




















大学等発ベンチャー調査 2010  
-2010年大学等発ベンチャーへのアンケートとイン
タビューに基づいて 












































第 2研究グループ 2010.12 





AAAS Symposium Mobilizing East Asian Science and 
Technology to Address Critical Global 



















































































































































第 1調査研究グループ 2008.08 




















第 1調査研究グループ 2008.01 
No.151 日本企業における研究開発の国際化の現状と変遷 第 2研究グループ 2008.01 










成 18年度採択 8機関に対する調査 
















第 1研究グループ 2007.08 


























第 2調査研究グループ 2007.07 




No.139 国立大学法人等の財務状況 第 1調査研究グループ 2007.07 
No.138 
AAAS Symposium National Innovation Strategies 

















No.135 (欠番)   
No.134 (欠番)   
















































No. タイトル 発表者・グループ 
公表 
年月 
No.125 韓国の地域科学技術政策の動向 第 3調査研究グループ 2006.03 
No.124 日中韓科学技術政策セミナー2006開催報告 第 3調査研究グループ 2006.03 





第 2研究グループ 2006.03 
No.121 
日米における 21世紀のイノベーションシステム: 
変化の 10年間の教訓 国際シンポジウム報告書 国
際シンポジウム報告書 











第 2研究グループ 2005.11 




























第 3調査研究グループ 2004.12 















































第 1調査研究グループ 2003.12 
















No.97 我が国の科学雑誌に関する調査 第 2調査研究グループ 2003.05 













第 2研究グループ 2003.03 





















No. タイトル 発表者・グループ 
公表 
年月 
No.89 ロシアに関係する科学技術国際協力の現状分析 第 2研究グループ 2002.11 





No.87 国際級研究人材の国別分布推定の試み 第 1調査研究グループ 2002.07 
No.86 米国における公的研究開発の評価手法 第 2研究グループ 2002.05 
No.85 科学技術指標体系の比較と史的展開 第 1調査研究グループ 2002.03 
No.84 海外科学技術政策研究機関ハンドブック 企画課 2002.03 








第 2調査研究グループ  2001.12 









No.78 科学技術と NPOの関係についての調査 第 2調査研究グループ 2001.03 
No.77 
















The Comparative Study of Regional Innnovation 
Systems of Japan and China 









第 1調査研究グループ 2000.09 
No.71 
地域科学技術政策研究会(平成 12年 3月 14、15日)
報告書－地方公共団体における研究評価の手法と
あり方について－ 























第 1研究グループ 2000.03 
No.66 ヒトゲノム研究とその応用をめぐる社会的問題 第 2調査研究グループ 2000.03 
No.65 
地域科学技術政策研究会(平成 11年 3月 16、17日)
報告書 
第 3調査研究グループ 2000.01 
No.64 我が国の廃棄物処理の現状と課題 第 3調査研究グループ 1999.12 












第 1調査研究グループ 1999.03 
No.59 
Regionalization of Science and Technology in 
Japan : The Framework of Partnership between 
Central and Regional Governments 
第 3調査研究グループ 1999.08 






地域科学技術政策研究会(平成 10年 2月 24、25日) 
報告書－地域特性を生かした施策展開をどう進め
るか－ 







"Value for Money"と"Selectivity" 
第 2研究グループ 1998.05 
No.53 大学における新構想型学部に関する実態調査 第 1調査研究グループ 1998.04 
No.52 
地域科学技術政策の現場と課題－地域科学技術政
策研究会(平成 9年 3月 18日、19日)報告書－ 




第 4調査研究グループ 1997.06 









No. タイトル 発表者・グループ 
公表 
年月 

























第 1研究グループ 1996.08 











No.40 韓国の電子産業における対日依存と今後の課題 第 3調査研究グループ 1995.04 




第 2調査研究グループ 1994.06 




第 1研究グループ 1994.03 
No.35 日本における政府研究機関 第 1調査研究グループ 1993.10 
No.34 
Knowledge Creation in Japanese Organizations: 
Building the Dimensions of Competitive 
Advantage 




第 1研究グループ 1993.06 
No.32 
Goverment-Sponsored Collaborative Research to 
Promote Information Technology: Japan's 
Challenge to the West? 
第 1研究グループ 1993.03 
No.31 技術開発の多角化に関する計量分析 第 1研究グループ 1993.03 
No.30 
Industrial Growth, Regional Development and the 
Growing Importance of a Regionally Conscious 
Policy Formation for Japan 














No.28 工学部卒業生の進路と職業意識に関する日米比較 第 1調査研究グループ 1993.03 
No.27 
Utilization of Purchasing Power Parities in an 
International Comparison of R&D Expenditures 

















第 1研究グループ 1992.09 
No.21 
Strategy for Improving Industrial Technological 
Bases 




第 2調査研究グループ 1992.02 
No.19 経験哲学から見た科学技術への取り組み 第 1研究グループ 1992.01 
No.18 
Research and Development Consortia and 
Cooperative Relatoonships in Japan's 
uperconductivity Industries 













第 2調査研究グループ 1991.09 
No.13 
Defending Basic Research in Japanese Companies 










第 2調査研究グループ 1991.03 
No.11 日本の基礎研究についての考察 張晶 特別研究員 1991.03 











第 4調査研究グループ 1991.03 
No.8 戦後日中発展状況比較研究 張晶 特別研究員 1991.01 
No.7 
Enhancing Future Competitiveness - The Japanese 








第 4調査研究グループ 1990.09 







No.3 大学教官学位取得状況調べ(中間報告) 第 2調査研究グループ 1989.12 
No.2 
Outline of Science and Technology activities in 
Japan 
第 3調査研究グループ 1989.03 
No.1 ユーレカ計画の概要 第 3調査研究グループ 1989.04 
 
 
(4) DISCUSSION PAPER 












































Microsoft academic graph の書誌情報データとし
ての評価 
第１研究グループ 2018.10 
No.161 研究費属性と大学の技術開発の関係について 第１研究グループ 2018.10 






























































































































































































































No.120 企業における研究者の多様性と特許出願行動 第 2研究グループ 2015.03 

















第 1研究グループ 2015.03 
No.115 産業集積と逆選択：多工場企業の実証分析 第 1研究グループ 2015.04 


















































































How enterprise strategies are related to 
innovation and productivity change: An 
empirical study of Japanese manufacturing firms 
























































































第 2研究グループ 2012.07 








































































No.68 国際比較を通じた我が国のイノベーションの現状 第 1研究グループ 2010.09 
No.67 国立大学の特許出願の特徴に関する調査研究 第3調査研究グループ 2010.09 
No.66 
大学における産学連携施策の影響の検討 Academic 
Entrepreneurship in Japanese Universities - 
Effects of University Interventions on 




















































Intra-plant Diffusion of New Technology:Role of 
Productivity in the Study of Steel Refining 
Furnaces(新技術のイントラ植物拡散;－鋼精錬炉
の研究における生産性の役割－) 


























第 2研究グループ 2008.11 
No.49 
University-Industry Links Personnel and 
Training in Japan:A Review of Survey Results(大
学産業は日本で人員とトレーニングをリンクしま
す; 調査結果のレビュー) 





第 2研究グループ 2008.09 
No.47 
Effects of User Innovation on Industry 
Growth:Evidence from Steel Refining Technology 
(ユーザ革新の業界の成長への効果;－鉄鋼精錬技
術からの証拠－) 










Moor's Law, Increasing Complexity and Limits of 








第 1研究グループ 2006.11 
No.42 
A Comparative Assessment of Training Courses for 
Knowledge Transfer Professionals in the United 
States, United Kingdom, and Japan 
第 2研究グループ 2006.11 
No.41 
University-Industry Collaboration Networks for 
the Creation of Innovation:A Comparative 
Analysis of the Development of Lead-Free Solders 




第 2研究グループ 2006.03 







第2調査研究グループ  2005.02 




第 1研究グループ 2004.10 











第 1研究グループ 2004.03 
No.35 
Running royalty and patent citations: the role 
of measurement cost in unilateral patent 
licensing(ロイヤリティ形成選択における派生技
術の計測費用) 
第 1研究グループ 2004.03 
No.34 
Joint ventures and the scope of knowledge 
transfer: Evidence from U.S. - Japan patent 
licenses(合弁事業を通じた知識移転) 
第 1研究グループ 2004.03 




第 1研究グループ 2003.11 
No.31 
Determinants of Overseas Laboratory Ownership by 
Japanese Multinationals(日本企業による海外研究
所保有の決定要因) 























第 1研究グループ 2002.11 
No.25 個人のイノベーションとライセンス 第 1研究グループ 2002.11 
No.24 研究開発における企業の境界と知的財産権制度 第 1研究グループ 2002.10 
No.23 
The Role of Overseas R&D Activities in 
Technological Knowledge Sourcing: An 




第 1研究グループ 2002.06 
No.22 日本のバイオ・ベンチャー企業－その意義と実態－ 第 1研究グループ 2002.06 
No.21 




















Transaction Costs and Capabilities as 
Determinants of the R&D Boundaries of the Firm: 
A Case Study of the Ten Largest Pharmaceutical 
Firms in Japan 









第 1研究グループ 2000.07 
No.16 
The Development of Research Related Start Up- A 
France-Japan Comparison - 








第 1研究グループ 2000.01 



























第 1研究グループ 1998.03 



















(5) NISTEP NOTE(政策のための科学) 


























第 2研究グループ 2016.03 
No.18 
「水とともにある未来」シナリオの検討―国際ワー





































































第 3調査研究グループ 2013.11 
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第 3調査研究グループ 2012.08 































  〒100-0013東京都千代田区霞が関三丁目 2番 2号 
       中央合同庁舎第 7号館東館 16階 
  電話: 03（3581）2466  FAX: 03（3503）3996 
  ウェブサイト: https://www.nistep.go.jp 
   
 
  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
https://www.nistep.go.jp 
 
